
令和６年度奄美地域保健医療福祉協議会開催結果 
 

  
開催日時 

 
令和７年２月３日（月）午後４時～５時 15 分 
 

 
開催場所 

 

 
大島支庁本館４階大会議室 

 

  出 席 
 
 

 

 
委員 14 名 
安田委員（代理），向野委員，早川委員，田中委員（代理），稲委員，
町田委員，伊集院委員，石神委員，山口委員，貴島委員，與委員（代理），
吉村委員，新納委員，相星委員 
 
事務局 15 名，報道関係者２名（奄美新聞社，南海日日新聞社） 
 

   
欠  席 
 

 
高岡委員，松崎委員，碇山委員 

 
１ 開会 
 
２ あいさつ 
 
３ 協議（鹿児島県保健医療計画（奄美保健医療圏）の進捗管理について） 
(1) がん 
(2) 脳卒中 
(3) 心筋梗塞等の心血管疾患 
(4) 糖尿病 
(5) 精神疾患 
(6) 救急医療 
(7) 災害医療 
(8) 新興感染症発生・まん延時における医療 
(9) 離島・へき地医療 
(10) 周産期医療 
(11) 小児医療 
(12） 在宅医療 
(13) その他（ハブ対策） 
〈主な意見〉 
① がんについて 
・ がんの治療について，診断から治療まで島内で完結できる体制整備が進んでい

る。奄美地域のがんに対する在宅医療のシステムについては，他の保健医療圏と
比較すると充実しているため，在宅での看取りが多くなっている。 

 ・ 口腔がんについて，鹿児島県は死亡率が高い。無料の口腔がん検診など口腔が
んの早期発見・早期治療に努める。 

 ② 生活習慣病について 
・ 生活習慣病予防について，目標や改善策を数値化して伝えるようにしている。 
・ 歯周病の治療を行うことは，心筋梗塞，認知症，糖尿病等の予防につながる。 

 〈質疑〉 
① 供血者確保対策の現状を教えてほしい。また，他地域での生血の輸血は行われて

いるのか。 
 → 現在は，放射線の照射を行ってできるだけ副反応を抑えながら，より安全な輸

血をしている。生血の輸血について，他地域で行っていないわけではないが，そ
の体制を作っているのは奄美だけだと思う。備蓄所については，保健所としても
要望を続けていこうと考えている。 

② 性感染症について，最近の大島地区の現状と対策について教えてほしい。 
 → 性感染症について，奄美だけが特別というわけではなく，全国で起こっている

ことが奄美でも起きているという認識。奄美大島の場合には，高校を卒業すると
島外に出る学生が多いため，今年度高校で性教育を行ったところ。 



 
４ 報告  

 以下の項目について，資料により説明し，意見交換を行った。 
・ 奄美保健医療圏地域医療構想調整会議について 
 

５ 閉会 

 

 


